
６才で日本初の女子りゅうがく生としてアメリカ
にわたった梅子は、「女に学問は必要ない」と
言われていた時代の日本に、女性のための
学校を作るという夢をかかげました。
女性教育に一生をささげた梅子と、周りの人びと
をしょうかいしています。
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絵本

　「チャーリー、こっちだよ」 「だれでもぼくじょう」には、心と体にきずを
かかえたいろいろな動物がやってきます。
新しく来たウマのチャーリーの目がよく見えない
と分かったジャックは、ある日勇気をふりしぼって
お気に入りの野原へと案内してあげることに
しました。実話をもとにしたお話です。

図書

「津田 梅子」

５才のマイケルは、ベッドでパパの作った
お話をしてもらうのが大好きです。今回は、
こわいオオカミのウォルドーがある夜ニワトリ
の小屋へしのびこみ、食べようとしますが…。
ひと休みしたいパパと、もっともっとお話しを
してほしいマイケルのやりとりも楽しめます。
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」
人と自然が共にくらすことのむずかしさと
自然からあたえられるめぐみのありがたさは、
語りついでいくべき伝説となりました。
福島のゆたかな自然と動物たち、そこでくらす
人びとをえがいた心に残る４つのお話です。
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「森のクリーニング店シラギクさん」
どんなよごれも落とすスゴうでのシラギクさんは
町外れの森でクリーニング店を開いています。
新品に戻らなくても使いこむうちに出てくる味を
残して、あるがままを受け入れる。
お客さんの「心の汚れ」も見ぬいて、なやみまで
かい決してしまうハートフルな物語です。

福島の伝説
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「字のないはがき」
戦争中、いなかにひなんする妹へ父は「元気
な日はハガキに「マル」を書いて毎日ポストに
入れなさい」と言って、沢山の葉書を手わたし
ました。送られてくる大きな「マル」は、少しずつ
小さくなり…。いつもはこわい父の愛じょう深い
エピソードをつづった感動の実話です。
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「こわいオオカミのはなしをしよう」

子どものころから、どんなものでもとにかく自分
で調べないと気がすまなかったファーブルは、
８０才をこえてからも、その好奇心（こうきしん）は
つきることがありませんでした。
きょうみとあいじょうをもって観察し、作り上げた
昆虫記は、世界中で読みつがれています。

勇気をくれる花言葉
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J.H.ファーブル　　作
伊藤 たかみ　　　文
大庭 賢哉　　　　 絵
ポプラ社

絵本

「二平方メートルの世界で」
札幌の小学三年生の前田海音（みおん）さんは、
たて約２メートル、はば約１メートルしかない
カプセルみたいな病院のベッドが世界のすべて。
病気をかかえながらいろいろなげんじつに直面
し、家族や友だち、病気のことを考えていました。
そんなある日に…。
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「走れ!メープル」
病気で歩けなくなった愛犬アドに「もう一度、
走らせてあげたい」という思いから、犬の車いす
作りを始めた忠（ちゅう）さん。
つくって、ためして、なおして、やがて同じなやみ
をもつ他のかいぬしさんからも、たくさんの注文
がとどくようになり・・・。
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「知りたいおぼえたい
　季節をめぐる花言葉」

ナノハナは「小さな幸せ」、フジは「やさしさ」、
クローバーは「約束」、アヤメは「よい知らせ」。
１つ１つの花は、それぞれ意味のある言葉を
持っています。
勇気をもらえるような花言葉と共に、由来や
エピソードもしょうかいしています。
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「ファーブル昆虫記
こんちゅうき

」


